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(57)【要約】
【課題】耐衝撃性の良い成形品が得られるポリアミド組成物の提供。
【解決手段】（Ａ）ポリアミド樹脂と（Ｂ）ガラス繊維を含むポリアミド樹脂組成物であ
って、前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂が、相対粘度が１．４～２．９であるポリアミド
６、ポリアミド６１２、ポリアミド１１およびポリアミド１２から選ばれるものであり、
前記（Ａ）成分と前記（Ｂ）成分が、それらの合計量中の割合が、（Ａ）成分が４０～９
５質量％、（Ｂ）成分が５～６０質量％であり、前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂が、ア
ミノ基濃度が４０mmol／kg以上のものを２５質量％以上含有しており、前記ポリアミド樹
脂組成物が、前記（Ｂ）成分のガラス繊維が長さ方向に揃えて束ねられたものに、前記（
Ａ）成分のポリアミド樹脂が付着一体化されたものが５～２５ｍｍの長さに切断されたポ
リアミド樹脂付着ガラス繊維束を含むものである、ポリアミド樹脂組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）ポリアミド樹脂と（Ｂ）ガラス繊維を含むポリアミド樹脂組成物であって、
　前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂が、相対粘度が１．４～２．９であるポリアミド６、
ポリアミド６１２、ポリアミド１１およびポリアミド１２から選ばれるものであり、
　前記（Ａ）成分と前記（Ｂ）成分が、それらの合計量中の割合が、（Ａ）成分が４０～
９５質量％、（Ｂ）成分が５～６０質量％であり、
　前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂が、アミノ基濃度が４０mmol／kg以上のものを２５質
量％以上含有しており、
　前記ポリアミド樹脂組成物が、前記（Ｂ）成分のガラス繊維が長さ方向に揃えて束ねら
れたものに、前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂が付着一体化されたものが５～２５ｍｍの
長さに切断されたポリアミド樹脂付着ガラス繊維束を含むものである、ポリアミド樹脂組
成物。
【請求項２】
　（Ａ）ポリアミド樹脂と（Ｂ）ガラス繊維を含むポリアミド樹脂組成物であって、
　前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂が、相対粘度が１．４～２．９であるポリアミド６、
ポリアミド６１２、ポリアミド１１およびポリアミド１２から選ばれるものであり、
　前記（Ａ）成分と前記（Ｂ）成分が、それらの合計量中の割合が、（Ａ）成分が４０～
９５質量％、（Ｂ）成分が５～６０質量％であり、
　前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂中のアミノ基の平均濃度が４０mmol／kg以上であり、
　前記ポリアミド樹脂組成物が、前記（Ｂ）成分のガラス繊維が長さ方向に揃えて束ねら
れたものに、前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂が付着一体化されたものが５～２５ｍｍの
長さに切断されたポリアミド樹脂付着ガラス繊維束を含むものである、ポリアミド樹脂組
成物。
【請求項３】
　前記ポリアミド樹脂付着ガラス繊維束が、前記（Ｂ）成分のガラス繊維が長さ方向に揃
えて束ねられたものに、前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂が含浸一体化されたものが５～
２５ｍｍの長さに切断されたポリアミド樹脂含浸ガラス繊維束である、請求項１または２
記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項４】
　前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂が、前記ポリアミド樹脂付着ガラス繊維束に含まれて
いるポリアミド樹脂と、前記ポリアミド樹脂付着ガラス繊維束に含まれてないポリアミド
樹脂からなるものである、請求項１～３のいずれか１項記載のポリアミド樹脂組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のポリアミド樹脂組成物からなる成形品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、耐衝撃性が良い成形品が得られるポリアミド樹脂組成物と、それから得られ
る成形品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　軽量化の目的で金属代替品として樹脂成形品が使用されているが、その機械的強度を高
めるため、繊維が配合された樹脂組成物が汎用されている。
【０００３】
　特許文献１には、脂肪族ポリアミド樹脂（Ａ）、ガラス繊維（Ｂ）、銅化合物（Ｃ）、
分子中にアミノ基を持つシランカップリング剤（Ｄ）からなるポリアミド樹脂組成物（相
対粘度１．８～２．５）の発明が記載されている（特許請求の範囲）。
　前記ポリアミド樹脂組成物は、機械特性、疲労特性、流動性が優れていると記載されて
いる（段落番号０００８）。
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　脂肪族ポリアミド樹脂（Ａ）としては、ナイロン６６、ナイロン４６、ナイロン６１０
が例示されており（段落番号００１１、００１２）、実施例（表２）では、１種類のポリ
アミド樹脂を使用している。
【０００４】
　特許文献２には、数平均分子量２０００以上のポリアミド（ａ－１）と、数平均分子量
５００～２０００未満のポリアミドオリゴマー（ａ－２）を含むポリアミド樹脂（Ａ）お
よび重量平均繊維長が１～１５ｍｍである強化繊維を含有するポリアミド樹脂組成物の発
明が記載されている（特許請求の範囲）。
　前記ポリアミド樹脂組成物は、耐熱性、低吸水性、剛性、流動性、耐衝撃性が優れてい
ることが記載されている（段落番号００１０）。
【０００５】
　特許文献３には、（Ａ）ポリアミド樹脂、（Ｂ）ＡＢＳ樹脂、（Ｃ）カルボン酸変性Ａ
Ｓ樹脂など、（Ｄ）ガラス繊維および／またはガラス繊維を含有する塗装成形品用の樹脂
組成物の発明が記載されている（特許請求の範囲）。
　前記樹脂組成物から得られた成形品は、機械的性質や物理的性質が良く、塗装後の塗膜
の密着性も良いことが記載されている（段落番号０００８）。
　（Ａ）ポリアミド樹脂としてポリアミド１２も例示されているが（段落番号００１１）
、実施例（表１）では、ポリアミド６のみが使用されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－２８２９４４号公報
【特許文献２】特開２０１４－１１１７５７号公報
【特許文献３】特開２０１０－２８５５９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、耐衝撃性が良い成形品を得ることができるポリアミド樹脂組成物と、前記組
成物から得られる成形品を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、（Ａ）ポリアミド樹脂と（Ｂ）ガラス繊維を含むポリアミド樹脂組成物であ
って、
　前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂が、相対粘度が１．４～２．９であるポリアミド６、
ポリアミド６１２、ポリアミド１１およびポリアミド１２から選ばれるものであり、
　前記（Ａ）成分と前記（Ｂ）成分が、それらの合計量中の割合が、（Ａ）成分が４０～
９５質量％、（Ｂ）成分が５～６０質量％であり、
　前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂が、アミノ基濃度が４０mmol／kg以上のものを２５質
量％以上含有しており、
　前記ポリアミド樹脂組成物が、前記（Ｂ）成分のガラス繊維が長さ方向に揃えて束ねら
れたものに、前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂が付着一体化されたものが５～２５ｍｍの
長さに切断されたポリアミド樹脂付着ガラス繊維束を含むものである、ポリアミド樹脂組
成物とその成形品を提供する。
【０００９】
　本発明は、（Ａ）ポリアミド樹脂と（Ｂ）ガラス繊維を含むポリアミド樹脂組成物であ
って、
　前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂が、相対粘度が１．４～２．９であるポリアミド６、
ポリアミド６１２、ポリアミド１１およびポリアミド１２から選ばれるものであり、
　前記（Ａ）成分と前記（Ｂ）成分が、それらの合計量中の割合が、（Ａ）成分が４０～
９５質量％、（Ｂ）成分が５～６０質量％であり、
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　前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂中のアミノ基の平均濃度が４０mmol／kg以上であり、
　前記ポリアミド樹脂組成物が、前記（Ｂ）成分のガラス繊維が長さ方向に揃えて束ねら
れたものに、前記（Ａ）成分のポリアミド樹脂が付着一体化されたものが５～２５ｍｍの
長さに切断されたポリアミド樹脂付着ガラス繊維束を含むものである、ポリアミド樹脂組
成物とその成形品を提供する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、耐衝撃強度の高い成形品を得ることができる。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　〔（Ａ）成分〕
　（Ａ）成分のポリアミド樹脂は、相対粘度が１．４～２．９、好ましくは１．８～２．
５であるポリアミド６、ポリアミド６１２、ポリアミド１１およびポリアミド１２から選
ばれるものである。
【００１２】
　（Ａ）成分のポリアミド樹脂は、ポリアミド樹脂の種類（ポリアミド６、ポリアミド６
１２、ポリアミド１１およびポリアミド１２）によりアミノ基濃度が異なるが、本発明で
は、アミノ基濃度が下記のいずれかの要件を満たすようにする。
　＜要件１＞
　（Ａ）成分のポリアミド樹脂が、アミノ基濃度が４０mmol／kg以上のものを２５質量％
以上含有していること。
　ここで、アミノ基濃度が４０mmol／kg以上のもののみを使用してもよし、アミノ基濃度
が４０mmol／kg以上のものとアミノ基濃度が４０mmol／kg未満のものとを組み合わせても
よい。
　＜要件２＞
　（Ａ）成分のポリアミド樹脂中のアミノ基の平均濃度が４０mmol／kg以上であること。
　ここで、アミノ基濃度が４０mmol／kg以上のもののみを使用してもよいし、アミノ基濃
度が４０mmol／kg以上のものとアミノ基濃度が４０mmol／kg未満のものとを組み合わせる
ことで、アミノ基の平均濃度を４０mmol／kg以上にしたものでもよい。
　アミノ基の平均濃度は、４０～１００mmol／kgが好ましく、４０～８０mmol／kgがより
好ましい。
　本発明では、要件１と要件２のいずれか一方を満たしていればよいが、両方を満たして
いてもよい。
【００１３】
　（Ａ）成分としては、ポリアミド６、ポリアミド６１２、ポリアミド１１およびポリア
ミド１２から選ばれるもののほかにも、ポリアミドエラストマーを使用することができる
。
　ポリアミドエラストマーは、特許第５４６６９２８号公報の段落００４６～００５２に
記載されているポリアミド１２からなるハードセグメントとポリエーテルからなるソフト
セグメントを有するブロック共重合体が好ましい。
【００１４】
　〔（Ｂ）成分〕
　（Ｂ）成分のガラス繊維は、Ｅ－ガラス、Ｓ－ガラス、Ｃ－ガラス、ＡＲ－ガラス、Ｔ
－ガラス、Ｄ－ガラス、Ｒ－ガラスなどの公知のガラス繊維が収束剤（表面処理剤も含む
）で表面処理されたものである。
　ガラス繊維は、外径が３～４０μｍのものを使用することができる。
　ガラス繊維は、多数のフィラメントを集めた束を、コイル状に巻きとったガラス繊維ロ
ービングを使用することができる。
【００１５】
　収束剤としては、無水マレイン酸系、ウレタン系、アクリル系、およびこれらの共重合
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体や混合物を含有するものを挙げることができる。
　表面処理剤としては、アミノシラン系カップリング剤、エポキシ系シランカップリング
剤、クロル系シランカップリング剤、およびカチオン系シランカップリング剤などを挙げ
ることができる。
【００１６】
　〔ポリアミド樹脂付着ガラス繊維束〕
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、（Ｂ）成分のガラス繊維が長さ方向に揃えて束ねら
れたものに、（Ａ）成分のポリアミド樹脂が付着一体化されたものが５～２５ｍｍの長さ
に切断されたポリアミド樹脂付着ガラス繊維束を含むものである。
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、ポリアミド樹脂付着ガラス繊維束のみからなるもの
でもよいし、ポリアミド樹脂付着ガラス繊維束と、前記ポリアミド樹脂付着ガラス繊維束
とは別に配合された他の成分からなるものでもよい。
　（Ａ）成分のポリアミド樹脂は、全てがポリアミド樹脂付着ガラス繊維束に含まれてい
るものでもよいし、ポリアミド樹脂付着ガラス繊維束に含まれているポリアミド樹脂と、
ポリアミド樹脂付着ガラス繊維束に含まれていないポリアミド樹脂からなるものでもよい
。
【００１７】
　ポリアミド樹脂付着ガラス繊維束は、付着状態によって次の３つの形態に分けることが
できる。
　（I）ガラス繊維束の中心部までポリアミド樹脂が浸透され（含浸され）、ガラス繊維
束を構成する中心部のガラス繊維間にまでポリアミド樹脂が入り込んだ状態のもの（以下
「ポリアミド樹脂含浸ガラス繊維束」という）。
　（II）ガラス繊維束の表面のみがポリアミド樹脂で覆われた状態のもの（以下「ポリア
ミド樹脂表面被覆ガラス繊維束」という）。
　（III）それらの中間のもの（ガラス繊維束の表面がポリアミド樹脂で覆われ、表面近
傍のみにポリアミド樹脂が含浸され、中心部にまでポリアミド樹脂が入り込んでいないも
の）（以下「ポリアミド樹脂一部含浸ガラス繊維束」という）。
　（I）～（III）の形態の樹脂付着繊維束の長さとガラス繊維の長さは同じである。本発
明では、（III）のポリアミド樹脂含浸ガラス繊維束が好ましい。
　（I）～（III）の形態の樹脂付着繊維束は、特開２０１３－１０７９７９号公報に記載
されている（但し、前記公報では、ポリアミド樹脂は使用されていない）。
【００１８】
　本発明の組成物中の（Ａ）成分と（Ｂ）成分は、それらの合計量中のそれぞれの割合が
、（Ａ）成分は４０～９５質量％であり、４５～９０質量％が好ましく、（Ｂ）成分は５
～６０質量％であり、１０～５５質量％が好ましい。
【００１９】
　本発明の組成物は、本発明の課題を解決できる範囲内で、公知の他の成分、例えば、難
燃剤、難燃助剤、熱安定剤、滑剤、光安定剤、酸化防止剤、着色剤、離型剤、帯電防止剤
を含有することができる。
　本発明の組成物は、前記他の成分をポリアミド樹脂付着ガラス繊維束に含有させてもよ
いし、ポリアミド樹脂付着ガラス繊維束とは別に含有していてもよい。
【実施例】
【００２０】
　実施例および比較例で使用した成分は以下のとおりである。
　（Ａ）成分
・ＰＡ－１：ＵＢＥ　ＮＹＬＯＮ　１０１１ＦＢ（宇部興産（株））（相対粘度２．２０
、アミノ基濃度３６mmol／kg）
・ＰＡ－２：ユニチカナイロン６　Ａ１０２０ＢＲＬ（ユニチカ（株））（相対粘度２．
１５アミノ基濃度８０mmol／kg ）
・ＰＡ－３：ＵＢＥ　ＮＹＬＯＮ　１０３０Ｂ（宇部興産（株））（相対粘度４．０４、
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【００２１】
　（Ｂ）成分
・ＧＦ－１：製品名「ＲＳ２４０ＱＲ－４８３」、日東紡績（株）製（収束剤で表面処理
されたガラス繊維ロービング）
　（その他）
　安定剤：フェノール系酸化防止剤、イルガノックス1010FF，ＢＡＳＦジャパン
【００２２】
　＜相対粘度＞
　温度２５℃、９６質量％硫酸中にポリアミド樹脂を1g／100mlの濃度で溶解させて測定
した。
【００２３】
　＜アミノ基濃度＞
　サンプルとして用いるポリアミド樹脂組成物を約０．５ｇとり、これをフェノール／メ
タノール混合液（容量比９：１）４０ｍｌに溶解し、溶解を確認した後、さらにメタノー
ルを１０ｍｌ加えた。これを試料とし、塩酸水溶液（０．０１Ｎ）で滴定により測定した
。なお、装置としては、平沼産業株式会社製、平沼自動滴定装置ＣＯＭ－２００を用いた
。
【００２４】
　＜残存繊維長＞
　成形品から約３ｇの試料を切り出し、６５０℃で加熱して灰化させてガラス繊維を取り
出した。取り出した繊維の一部（５００本）から重量平均繊維長を求めた。計算式は、特
開２００６－２７４０６１号公報の段落００４４、００４５に記載のものを使用した。
【００２５】
　＜シャルピー衝撃強度（ｋＪ／ｍ2）＞
　ＩＳＯ１７９／１ｅＡに準拠して、ノッチ付きシャルピー衝撃強さを測定した。
【００２６】
　実施例１、比較例１
　ガラス繊維ロービングをクロスヘッドダイに通した。そのとき、クロスヘッドダイには
、２軸押出機（シリンダー温度２８０℃）から溶融状態の表１に示す（Ａ）成分の内のＰ
Ａ－１を表１に示す量供給し、その溶融物をガラス繊維ロービングに含浸させた。
　その後、クロスヘッドダイ出口の賦形ノズルで賦形し、整形ロールで形を整えた後、ペ
レタイザーにより長さ９ｍｍに切断し、円柱状のポリアミド樹脂含浸繊維束を得た。
　その後、ポリアミド樹脂含浸繊維束に表１に示すポリアミド樹脂を配合して、実施例１
と比較例１の組成物を得た。
　それぞれの組成物について、表１に示す残存繊維長、比重、シャルピー衝撃強度を測定
した。
【００２７】
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【表１】

【００２８】
　表１に示すとおり、実施例１のポリアミド樹脂はアミノ基濃度の要件１、要件２を満た
しており、さらにポリアミド樹脂とガラス繊維濃度の両方を所定範囲に調整することで、
成形品のシャルピー衝撃強度を高めることができた。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　本発明のポリアミド樹脂組成物は、電気・電子機器、通信機器、自動車部品、建築材料
、日用品などで使用されている金属材料の代替品のほか、靴（好ましくはランニングシュ
ーズ、ウォーキングシューズなどのスポーツシューズ）、自転車のサドル（好ましくは自
転車のサドルのベース部材）として使用することができる。
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